
 

■ 支払手数料報酬適用基準                                                                  

適 用 項 目 委 託 先 基 準 支払額<税込>(円)㊟ 摘      要 

(１)講座講師謝礼(同一人の連続講座を基準とした講師謝礼)  特別研修講座等（集中開講を含む） 

 
 
          
  

       学外者 １回１コマ     １４，０００  

       〃 〃     １７，４７３ 資格・免許等有資格講師の特別招聘 
     学内者 〃     １２，５００  

(２)講演講師等謝礼(単発的開講を基準とした講師謝礼）  公開講座、教学促進講座、実習実務講座、龍谷講座、特別研修講座等 

 
 
          
     
 
          
     
 
          
     
 
          
  

  学外者（居住者） １回１コマ     １５，０００ 講師、助手、教諭、同窓生、その他一般 
         〃 〃     １５，０００ （特別研修講座） 
         〃 〃     ３３，３３３ 准教授、課長等 
         〃 〃     ３３，３３３ 教授、局長、部長、館長、所長、次長等 
         〃 〃     ５５，５５５ 学長、社長、理事、名誉教授、学位称号者等 
         〃 〃   １１１，１１１ 特別招聘者 

 外国人(非居住者) 〃  
学外者に準じるが租税条約締結国は非課税となるので学外者手取額を支払額

とする。非締結国の外国人は、20.42%の源泉徴収をおこなう。 
      学内者 〃     １１，１１１ 学内研究、研修等の講師 
         〃 〃     ２２，２２２ 学内特別講座等の講師、高大連携事業にかかる講師 

(３)委託手数料     

    実習視察    非常勤講師 １施設       ２，０６１  

  実習料    実習校、施設 １人        協定額 加盟団体の協定額、又はその請求額（公的団体名の受領書要） 

  原稿料(一般）    学内、学外 
１枚（４００字

） 
          ４００   学内上限 33,333円  学外下限   2,222円 

  原稿料(史料解読)        〃 〃      〃           ６００  

  校正、校閲        〃 〃       〃           ３００  

  原稿料(毛筆等)        〃 １枚       ３，０００ 卒業証書、標語・ポスタ－等 
  揮亳料        〃 〃           １５０    〃 
    墨訳・点訳         〃 〃           ５００ 試験問題、試験解答等 
  テ－プおこし      学外 ６０分テ－プ       ９，０００  

  テ－プ吹き込み        〃 １回       ３，３３３  

  審判謝礼       １１，１１１             

  取材謝礼等       ３０，０００  

  史料解読等謝礼  １週１日１か月     ２３，０００  

  請負的謝礼   33,333～55,555  

  アルバイト的な謝礼   雑給の支給基準による 研修補助員等（宿泊費が必要なときは別途出張者に準じて支給することがある） 

（４）施設見学謝礼       学外施設 １施設     施設利用基準 見学施設先の利用基準による（公的団体名の受領書要） 
（５）その他   契約額又はその請求額 弁護士、公認会計士、司法書士、車検手数料、不動産鑑定料、私設ポスト収集費等 

  ㊟ 上記支払額は税込みの上限とする。また、税率に応じた源泉徴収額が必要となることから、記載している支払額＜税込＞が手取額ではない。 



 

  ※ この表にて適用しないもの、できないものは、あらかじめ学長決裁を得ること。また、経費に関することなので予算支出状況表を添付のこと。 


